
      

 １学年 学年通信 ～つなぐ～ 令和６年５月号 
 

５月行事予定 

日 曜 給食 行事・その他 

１ 水 × 代休 

２ 木 ○ 
耳鼻科検診 

中間考査発表 

３ 金 × 憲法記念日 

４ 土 × みどりの日 

５ 日 × こどもの日 

６ 月 × 振替休日 

７ 火 ○  

８ 水 ○ AED講習会 

９ 木 ○ 午前日課（４５分授業） 

１０ 金 ○ 尿検査（１日目） 

１１ 土 × PTA総会 

１２ 日 ×  

１３ 月 ×  

１４ 火 × 中間考査（１日目） 

１５ 水 ○ 中間考査（２日目） 

１６ 木 ○  

１７ 金 ○  

１８ 土 ×  

１９ 日 ×  

２０ 月 ○  

２１ 火 ○ 防災避難訓練 

２２ 水 ○ 尿検査（２日目） 

２３ 木 ○ 生徒会立会演説 

２４ 金 ○  

２５ 土 ×  

２６ 日 ×  

２７ 月 ○  

２８ 火 ○  

２９ 水 ○  

３０ 木 ○  

３１ 金 ○ 眼科検診 

【６月の行事予定】 

１１日（火） 尿検査（３回目） 

６日（木）・１３日（木）・２０日(木) 水泳実習 

２５日（火） 期末考査発表 

２７日（木） 歯科検診 

 

城ノ内ライフスタート 

 期待と緊張で、わくわく・ドキドキの入学式から３週間が経ちました。新入生歓迎会

や部活動紹介、部活動見学など、様々な出会いや体験を仲間と一緒に楽しみ、充実

した城ノ内ライフを送れているようですね。更に淡路での宿泊研修で絆を深めよう。 

 

 

 

 

【生活記録から】 『入学式で、城ノ内生だと実感しました。様々な

ことにチャレンジし、充実した城ノ内生活にしたい

と思いました。』 『新しい環境で生活するという

のが、とても楽しみで、うずうずしていました。友

達をたくさん作って、最高の生活を過ごしていき

たいです。』 『音楽部による演奏がとても美しか 

ったです。初めて聞いた校歌は難しかったけれど、覚えられるように頑張ります。新

しい友達を早く作りたいです。』 『入学式からよいスタートを切れたと思いました。

新しい仲間や先生との出会い、これからも初心を忘れず生活していきたいです。』 

入学式 

 

【生活記録から】 『音楽部の演奏、上級生の 

笑顔、そのすべてが私たちの入学を歓迎して 

くれていました。今日の上級生のような明るい 

存在になりたいです。』   

新入生歓迎式 

 

【生活記録から】 『先輩方が、たくさ

んの部をおもしろ、おかしく紹介してくれて、とても楽

しかったです。』 『魅力的な部活がありすぎて、逆に

選べません！』 『見学に行き、部活動をしている先輩

方を見て、さらに部活への関心が深まりました。先輩

方はすごいなと思いました。』 

部活動紹介・部活動見学 

 

【生活記録から】 『はじめての給食は、とてもおいしかった

です。お祝いクレープおかわりできて良かったです。明日からの

給食がより楽しみになりました。』 『金曜日に給食で「白玉あず

き」を食べて、びっくりしました。瑞々しくてモチッとした白玉、ほ

どよい量のあんこでできた「白玉あずき」は私が今まで食べた

給食のデザートで一番おいしかったです。』 

給食スタート 

 

 

・今日は、昨日よりクラスの人たちと話すことができました。本当にこん

なに話せるなんて思っていなかったので、とても楽しいです。 

・入学してから１週間たって毎日少しずつ友達の顔や名前を覚えてき

ました。もっと友達を作っていきたいです。 

 

・バス通学、始めは少し不安でした。けれども、今では満員のバス、そして、

バスの揺れに慣れ、バスから見える景色を楽しんでいます。 

・今日はとても楽しかったです。美術では私の画力がばれてしまうので焦り

ました。最近、友達がものすごくできました。 

 

【生活記録から】 

・交通安全教室で人は意外と周りが見えて

ないと分かりました。 

・最後の動画で泣きました。１つの事故でたく

さんの人が苦しむ。交通ルールをもう一度見

直します。 

・今日の交通安全教室で改めて安全に気を

付けて登校しなければいけないと思いまし

た。特に自転車に乗るときには、車と同じだ

からよく周りを見ていこうと思います。 

 

 

 

交通安全教室 

【まとめから】・LINEは一番身近だと思いました。 

相手から見て、きつい言葉にならないように工夫して送ったり、グループ LINEで

も、トラブルが起きないように気を付けたりしたいと思いました。 

・スマホでのトラブルは決して他人事ではないのだということが分かりました。これ

からは、自分の正しいスマホとの向き合い方を家族と相談してよりよい対策を考え

たいです。 

携帯電話安全教室 

   


